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細
粒
化
す
る
と
同
時
に
砂
質
土
と
均
質
に
混
合
す
る
た
め
、

品
質
の
高
い
安
定
し
た
改
良
土
の
製
造
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
高
含
水
比
粘
性
土
に
つ
い
て
は
、
粘
性
土
の
安
定

し
た
供
給
を
可
能
と
し
た
土
砂
供
給
設
備
や
、
本
体
内
部

へ
の
粘
土
貼
り
付
き
防
止
装
置
に
よ
り
、
高
含
水
比
粘
性

土
と
添
加
材
料
お
よ
び
砂
質
土
等
と
の
均
一
混
合
が
可
能

で
あ
る
。

③
細
粒
化
と
混
合

　

建
設
副
産
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
な
ど
を
利
活
用
す

る
場
合
、
粒
度
調
整
や
強
度
改
善
な
ど
が
図
ら
れ
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
。
図
4
に
示
す
軟
岩
を

破
砕
す
る
場
合
、
チ
ェ
ー
ン
の
回
転
数
を
変
え
る
こ
と
で
、

要
求
品
質
に
合
致
す
る
粒
度
範
囲
に
調
整
す
る
事
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
河
道
掘
削
で
発
生
す
る
粘
性
土
に
、
木

片
・
地
下
茎
や
一
般
ご
み
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
ま
ま
で
は
再
利
用
が
で
き
な
い
た
め
、
粘
性
土
と
廃

棄
物
に
分
別
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
分
別

機
械
（
振
動
ふ
る
い
機
、

ト
ロ
ン
メ
ル
な
ど
）
だ
け

で
は
粘
性
土
と
廃
棄
物

を
分
別
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
一
方
、
本
工

法
で
は
チ
ェ
ー
ン
の
打

撃
力
に
よ
る
払
い
落
し

効
果
に
よ
り
、
廃
棄
物
と

粘
性
土
が
分
離
す
る
た

め
、
分
別
効
率
が
向
上
す

る
効
果
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
震
災
廃
棄
物

の
分
別
処
理
業
務
に
採
用
さ
れ
た
実
績
も
有
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
工
法
は
含
水
比
や
粒
度
の
適
用
範
囲

が
広
く
、
均
質
に
混
合
が
可
能
な
た
め
、
幅
広
い
建
設
発

生
土
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
様
々
な
要
求
品

質
に
対
応
可
能
な
工
法
で
あ
る
。

3 

遊
水
地
事
業
の
施
工
事
例

3
・
1
　
高
含
水
比
粘
性
土
の
改
良
事
例

　

本
工
事
は
、
平
成
二
十
五
年
七

月
か
ら
北
海
道
開
発
局
千
歳
川
河

川
事
務
所
管
内
の
北
島
地
区
遊
水

地
に
お
い
て
、
掘
削
直
後
の
高
含

水
比
粘
性
土
と
漁
川
ダ
ム
を
浚
渫

し
て
発
生
し
た
砂
れ
き
を
混
合
し

て
改
良
し
た
事
例
で
あ
る
。
従
来

で
は
一
年
間
天
日
乾
燥
し
な
け
れ
ば
混
合
出
来
な
か
っ
た

高
含
水
比
粘
性
土
を
、
本
工
事
で
は
掘
削
直
後
に
砂
と
の

均
質
混
合
に
よ

る
曝
気
乾
燥
促

進
効
果
に
よ
っ

て
、
仮
置
期
間

の
短
縮
に
試
み

た
。
さ
ら
に
大

規
模
施
工
に
よ

る
工
期
短
縮
を

図
る
目
的
で
実

施
し
た
施
工
事

例
で
あ
る
。
図

5
に
示
す
よ
う

に
、
高
含
水
比

図 6　現場発生土と改良土 図 5　現場発生土の粒度分布

図 4　回転式破砕混合工法による軟岩破砕状況

図 3　回転式破砕混合工法の粘性土改良イメージ
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回
転
式
破
砕
混
合
工
法
に
よ
る
建
設
発
生
土
の
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
（K

T
-090048-V

）
は
、
平
成
二
十
八
年
度

の
準
推
奨
技
術
（
新
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
（
国

土
交
通
省
））
に
選
ば
れ
た
技
術
で
あ
る
。
近
年
で
は
、

回
転
式
破
砕
混
合
工
法
を
活
用
し
て
建
設
発
生
土
を
要
求

さ
れ
る
品
質
に
改
良
し
、
築
堤
土
と
し
て
再
利
用
す
る
工

事
で
実
績
を
増
や
し
て
い
る
。
建
設
発
生
土
に
は
土
砂
の

性
状
、
地
下
茎
や
ゴ
ミ
の
混
入
等
の
要
因
に
よ
り
、
そ
の

ま
ま
で
は
築
堤
土
と
し
て
品
質
を
満
足
で
き
な
い
場
合
が

多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
、
良
質
な
改

良
土
を
製
造
し
た
代
表
的
な
施
工
事
例
を
紹
介
す
る
。

1 

回
転
式
破
砕
混
合
工
法
の
概
要

　

図
1
に
回
転
式
破
砕
混
合
工
法
の
概
要
を
示
す
。

　
（
以
下
、「
本
工
法
」
と
称
す
る
。）

　

本
工
法
は
、
鋼
製
の
円
筒
内
で
高
速
回
転
す
る
複
数
本

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
チ
ェ
ー
ン
の
打
撃
力
で
地
盤
材
料

の
解
き
ほ
ぐ
し
と
添
加
材
料
と

の
均
質
な
混
合
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
地
盤
改
良
技
術

で
あ
る
。
機
械
タ
イ
プ
は
、
利

用
用
途
、
改
良
土
量
な
ど
の
条

件
に
よ
っ
て
車
載
型
、
自
走
式
、

プ
ラ
ン
ト
式
に
区
分
さ
れ
、
更

に
プ
ラ
ン
ト
式
に
お
い
て
は
改

良
土
量
に
応
じ
て
少
量
か
ら
大

量
施
工
ま
で
対
応
で
き
る
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
取
り
揃
え
て
い
る
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
と
も

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
一
元
管
理
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
、
連
続
大
量
施
工
に
お
い
て
も
一
定
の
品

質
が
確
保
さ
れ
る
。

2 

回
転
式
破
砕
混
合
工
法
の
特
長

　

本
工
法
は
、
以
下
の
特
長
が
あ
る
。 

①
適
用
範
囲
が
広
い
。

　

図
2
に
本
工
法
の
適
用
範
囲
を
示
す
。
従
来
工
法
と
比

べ
て
適
用
範
囲
が
広
い
た
め
、
幅
広
い
性
状
の
建
設
発
生

土
の
再
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

②
粘
土
塊
や
高
含
水
比
粘
性
土
と
添
加
材
料
の
均
一
混
合
。

　

チ
ェ
ー
ン
の
打
撃
に
よ
り
塊
状
の
粘
性
土
を
解
き
ほ
ぐ

す
こ
と
で
、
添
加
材
料
と
の
混
合
性
が
向
上
し
、
高
品
質

で
安
定
し
た
改
良
が
行
え
る
。
図
3
に
示
す
よ
う
に
従
来

工
法
で
は
粘
土
塊
と
砂
を
混
合
し
た
場
合
、
粘
土
は
塊
状

の
ま
ま
混
合
さ
れ
、
不
均
質
な
改
良
で
あ
っ
た
。
一
方
、

本
工
法
の
場
合
は
塊
状
の
粘
土
を
チ
ェ
ー
ン
の
打
撃
力
で

建設発生土のリサイクル率を向上
河川工事における回転式破砕混合工法の活用事例

日本国土開発　土木事業部
土木部　ツイスター事業グループ　リーダー 大坪　研二

図 1　回転式破砕混合工法の概要

図 2　回転式破砕混合工法の適用範囲
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方
、

本
工
法
の
場
合
は
塊
状
の
粘
土
を
チ
ェ
ー
ン
の
打
撃
力
で

建設発生土のリサイクル率を向上
河川工事における回転式破砕混合工法の活用事例

日本国土開発　土木事業部
土木部　ツイスター事業グループ　リーダー 大坪　研二

図 1　回転式破砕混合工法の概要

図 2　回転式破砕混合工法の適用範囲
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現 場
代 理 人
レポート

現 場
代 理 人
レポート

　本地区は佐賀平野の西端部に位置し、
米・麦・大豆を中心とした土地利用型
農業や施設園芸が営まれていますが、
軽度の干ばつでも農業用水が不足して
いたことから導水路の新設により農業
用水の安定供給を図るための事業が進
められています。
　本工事は、多久導水路の管水路及び
その附帯工事を行うもので、ダクタイ
ル鋳鉄管布設工 （φ900、φ800）、推
進工、地盤改良工が主な工種です。
　現場周辺は、工事期間中も麦の作付けが行われており、工事用地と交差する農道や水路の切り回
し、また近接する圃場への乗入口の確保が求められるため、営農に十分配慮しながら工事を進める
必要があります。そのため、農家の方に営農のスケジュールをこまめに確認し、作業間の連絡調整
を綿密に行うことで農作業に支障を来さないよう対応しています。また、地域の方々に工事への理
解と協力をいただけるよう定期的に『工事だより』を配布し、工事進捗状況や工法説明等について
情報発信も積極的に行っています。
　平成29年 4 月末時点でパイプライン工事は概ね完了しており、現在は復旧工を進めています。工
期も残り僅かとなりましたが、作業所一丸となって無事故・無災害での工期内竣工を目指します。

筑後川下流農業水利事業
多久導水路（上右原工区）建設工事

監督職員

（写真左） 九州農政局筑後川下流農業水利事務所

工事課長 石丸正一郎
現場代理人

（写真右） 戸田建設株式会社九州支店

多久導水路作業所 藤本　健資

監督職員からのエール

　本工事は、筑後川下流農業水利事業の佐賀西部地域におけるパイプラインのうち最後の施
工区間であり、今後、通水開始するためには極めて重要な工事です。
　また、民家、県道、河川及び農地に隣接していることから、関係者への根回しや工事の段
取りなどきめ細かな対応が必要となります。
　現場代理人兼監理技術者の藤本所長は、着工当初から積極的に地元のイベントに参加した
り「工事だより」を配布するなど地元住民と信頼関係の構築に努め、安全管理や品質管理等
においてもリーダーシップを発揮しており、良好な現場が維持されています。
　さらに工事の変更や出来形検査に関する事務においても、監督職員とのコミュニケーショ
ンを大切にして、迅速かつ的確に処理を進めていただいているところです。
　工事も終盤を迎えましたが、引き続き、安全第一と高品質で工事完成を願っています。

粘
性
土
は
細
粒
分
含
有
率
が
八
五
〜
一
〇
〇
%

と
非
常
に
高
く
、
含
水
比
も
一
〇
〇
%
を
超
え

る
も
の
も
あ
り
、
従
来
工
法
で
は
取
り
扱
い
困

難
な
性
状
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
工
法
で
砂
質

土
と
均
質
に
混
合
す
る
こ
と
で
性
状
が
改
善
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
含
水
比
の
低
下
促
進
が
可
能

と
な
っ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
本
工
法
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
掘
削
直
後
の
高
含
水
比
粘

性
土
と
砂
を
均
一
に
混
合
す
る
こ
と
で
、
曝
気

乾
燥
効
果
が
向
上
し
，
含
水
比
低
下
の
期
間
が

短
縮
さ
れ
る
た
め
、
工
期
短
縮
と
コ
ス
ト
縮
減

が
期
待
で
き
る
と
評
価
さ
れ
た
。
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葦
地
下
茎
混
入
粘
性
土
の
改
良
事
例

　

本
工
事
は
、
関
東
地
方
整
備
局 

利
根
川
上

流
河
川
事
務
所
管
内
の
渡
良
瀬
遊
水
地
に
お
い

て
、
遊
水
地
掘
削
後
の
葦
地
下
茎
混
入
粘
性
土

を
改
良
し
、
遊
水
地
築
堤
土
と
し
て
再
利
用
し

て
い
る
工
事
で
あ
る
。
改
良
目
的
は
発
生
土
に

含
ま
れ
る
葦
地
下
茎
の
除
去
と
、
コ
ー
ン
指
数

四
〇
〇
kN
/
㎡
を
得
ら
れ
な
い
場
合
の
含
水
比

低
下
に
よ
る
強
度
改
善
で
あ
る
。
図
9
に
示
す

よ
う
に
掘
削
し
た

発
生
土
は
細
粒
分

の
多
い
粘
性
土
で

あ
る
。
図
10
に
示

す
よ
う
に
、
含
水

比
が
約
五
〇
％
を

超
え
る
と
コ
ー
ン
指

数
四
〇
〇
kN
/
㎡

を
下
回
る
た
め
、
石
灰
添
加
に
よ
り
、

含
水
比
を
低
下
さ
せ
強
度
改
善
を
行
っ

た
。
本
工
法
の
プ
ラ
ン
ト
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
均
一
で
精
密
な
石
灰
添

加
を
行
い
、
高
品
質
な
改
良
土
製
造
と

石
灰
添
加
量
の
低
減
を
可
能
と
し
た
。

さ
ら
に
、
振
動
ふ
る
い
機
と
風
力
選
別

機
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
プ
ラ

ン
ト
で
石
灰
添
加
と
葦
地
下
茎
の
除
去

を
可
能
と
し
た
。
風
力
選
別
機
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
振
動
ふ
る
い
機
で
は
分

別
で
き
な
か
っ
た
小
さ
な
葦
地
下
茎
ま

で
除
去
す
る
こ
と
で
、
地
下
茎
の
除
去

率
が
向
上
し
、
高
品
質
の
改
良
土
を
製

造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

4 

お
わ
り
に

　

本
工
法
は
、
近
年
従
来
工
法
で
は
対

応
困
難
な
様
々
な
性
状
の
建
設
発
生
土

の
改
良
等
で
実
績
を
増
や
し
て
お
り
、

平
成
二
十
八
年
度
の
準
推
奨
技
術
（
新

技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
（
国
土

交
通
省
））
に
も
選
ば
れ
た
。
今
後
も

皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
出
来
る
限
り
応
え
る

よ
う
技
術
力
の
向
上
へ
の
努
力
す
る
所

存
で
あ
る
。

図10　原料土の含水比とコーン指数の関係

工 事 名：H26部屋土砂掘削工事 
要求品質：コーン指数 
 400kN/㎡以上
　　　　　葦地下茎除去
使用材料：建設発生土
 （葦地下茎混入粘性土）
 －石灰（平均19.5kg/㎥）
製造土量：約39,600㎥

図 9　原料土の粒度分布

図 7　プラント全景

図 8　原料土と改良土及び除去後の葦地下茎
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